
 

 

 

① ガソリンは、引火点が低く、「火気」、「高温部」や「静電気」等により容
易に火災にいたる危険性があるので、揮発させないよう熱源又は直射日光の
当たらない通気性の良い床面で保管をすること！ 

 
② ガソリンは、電気の不良導体（静電気が蓄積しやすい液体）なので、消防
法令に適合した金属製容器等で貯蔵・取扱いすること。 

 
③ 発電機等の燃料補充の際は、「運転停止」・「火気厳禁」とし、給油にあっ
ては容器の内圧を抜くなど、必ず容器の取扱い説明書に従うこと！ 

 
④ ガソリンやＬＰガスボンベを取り扱う露店等の取り出しやすい位置に 
消火器を設置するなど、事故発生時の初期対応に十分留意すること！  

 
⑤ 危険物やＬＰガスボンベは、営業終業後テント内等に放置しないこと！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガソリンの貯蔵に適さない容器の例

（樹脂製容器は火災危険性が高い）

ガソリンの貯蔵に適した容器の例

（金属製容器であることが必要）

【問合せ先】 
東大阪市消防局警防部予防広報課  072-966-9662 
東 大 阪 市 東 消 防 署  072-983-0119 
東 大 阪 市 中 消 防 署  072-966-0119 
東 大 阪 市 西 消 防 署  06-6788-0119 

給油口 

調整ネジ

ノズル 

※ 調整ネジがない缶は、 

キャップを緩めて 

エアー抜きをしてください。 

給油の際には、調整ネジを緩めて、 
缶内の圧力を下げ、吹きこぼしがないよう

注意しましょう！ 
 
エンジンが稼動中の機械への給油は 
絶対行わないようにお願いします！ 


